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江
戸
時
代
に

お

け
る

赤
縄
故
事

　

　
　
　
　
　
　
ホ

古
田

島
洋
介

　
柳
沢
淇
園
の

随
筆
『

ひ

と

り
ね
』

に

簡
略
な
字
句
の

月
下
老

人

の

説
話、

す
な

わ
ち
赤
縄
故
事
の

抄
訳
が

見
え

る。

こ

の

故
事
に

つ

い

て

は、

す
で

に

本
紀

要
第

一
・

二

号

で

「

赤
い

糸
の

伝
説
」

と
題
し

て

拙
文
を
物
し

た。

本
稿
で

は、

先
づ

第
一

節
で

江
戸
時
代
に

お

け
る

赤
縄
故
事
の

受
容
状
況
を
概
観
・

推
論
し、

次
い

で

第
二

節
で

そ
の

受
容
の

代
表
例
の
」

と

目
さ

れ

る

『

ひ

と
り

ね
』

の

赤
縄
故
事

の

抄
訳
に

つ

い

て

吟
味
し

て

み

た

い
。

　
本
紀
要
第
一

号

で

述
べ

た

ご

と

く、

赤
縄
故
事
を
載
せ

る

代
表
的
な
書
籍
は、

唐
・

李
復
言
［
撰］

『

続
玄
怪
録
』

（

巻
四

「

定
婚
店
」

V

と

宋
・

李
肪
［

編
］

『

太

平
広

記
』

（
巻
一

五

九
「

定
婚
店
」

）

で

あ
る

。

し
か

し、

の

っ

け
か

ら

景
気
の

悪

い

こ

と

を
言

う
よ
う
だ
が、

こ

の

二

書
の

舶
載
時
期
や
流
布
状
況
を

調
べ

て

み

て

も
、

徒
労
に

終
わ

る

危

険
性
が

高
い
。

な
ぜ

な
ら、

『

続
玄
怪

録
』

は

各
種
の

叢

江
戸

時
代
に

お
け

る
赤

縄
故
事

古
田

島

洋
介

＊

言

語
文
化

学
科

専
任

講
師

口

中
比

較
文

学

書

類
に

収

め

ら
れ

て

い

る

た
め
、

た

と

え
そ
の

叢
書
の

舶
載
が

確
認

さ

れ
て

も、

そ

の

冖

部
分

に

す
ぎ
ぬ

『

続
玄
怪
録
』

の

そ
の

ま

た
一

話

に

す
ぎ

ぬ

赤
縄
故

事
が

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ユソ

日

本
人
に

受

容
さ
れ

た

と
い

う

保
証
は

ど

こ

に

も
な
い

か

ら

で

あ
る

。

ま

た、

『

太
平
広

記
』

も
五

百

巻
に

の

ぼ

る

巨

幅
の

書
物
で

あ
り、

赤

縄
故
事
は

あ

く

ま

で

そ
の

膨
大
な
話
群
の
一

た

る

に

す
ぎ

な
い

。

つ

ま

り、
『

続
玄
怪
録
』

に

せ

よ

『

太

平
広

記
』

に

せ

よ、

赤

縄
故
事
の

受
容
と

言
う
に

は

不

都
合
な
条
件
を
持
つ

書
籍
な
の

で

あ
る。

　
で

は、

ど

う
す
る
か

。

こ

こ

で

注

目

さ

れ
る
の

が、

い

わ

ゆ

る

故
事
集
の

た

ぐ

い

で

あ
る
。

言

う
ま
で

も
な
く、

故
事

集
は

中
国
の

歴
代
の

故

事
を
集
め

た

簡
便

な

書
物
で

あ
り、

そ
こ

に

赤
縄
故
事
が

収

め

ら

れ

て

い

れ

ば、

日

本
人
の

目
に

ふ

れ

た

可
能

性
を
あ
る

程

度
は

高
く
見

積
も
る

こ

と

が

許
さ

れ

よ
う。

と

い

う
の

も、

そ

の

よ
う
な
故
事
集
こ

そ、

赤
縄
故

事
を
は

じ
め
、

中
国
の

有
名
な

故
事
に

関
す
る

知
識
を
得
る
た

め

の

早
道
だ
っ

た

は

ず
だ

か

ら
で

あ
る

。

た
っ

た
一

つ

の

故
事
を
調
べ

る

た

め

に、

膨
大
な
書
物
を

繙
く
こ

と
は
し

ま
い

。

ま
た、

故
事
に

精
通
せ

ん

と

す
る

な
ら

ば、

先

づ

は

故

事
集
を
閲
読
す
る

の

が

常
道
で

あ

ろ

う
。

要
す
る

に、

今
日

に

謂
う
所
の

ア

ン

チ
ョ

コ

ま
が

い

の

故
事
集
で

あ

れ

ば、

江
戸

時
代
の

漢
詩
・

漢
文
を
学
ぶ

日

本
人
の

大
多
数
が
一

度
は

目

を
通
し

て
い

た

も
の

と

推
測
さ

れ

る

わ

け
で

あ
る

。

こ

れ
を
以
て、

江
戸
時
代
に

お

け

る

赤

縄
故

事
の

受
容
の
一

つ

の

指
標
と

し

て

よ

い

だ
ろ

う
。

　

幸
い
、

『

ひ

と

り
ね
』

を
載
せ

る
岩

波
書
店

「

日

本
古
典
文
学
大
系
」

『

近
世

随

想
集
』

一

〇
二

頁
の

頭
注

七

が、

赤
縄
故
事
の

典
拠
と
な
り

得
る

故
事
集、

つ

ま

り
赤
縄
故

事
を
収
め

る

故

事
集
と
し
て、

『

故

事
成
語

考
』

と

『

円
機
活
法』

を

　
　
　
　

　
　ロ
　ワ

指
摘
し

て

い

る
。

ま
た、

汲
古
書
院
「

和
刻
本
類
書

集
成
」

第
三

輯
に

『
書
言

故

事
大
全
』

が

影
印
さ
れ
て

お

り、

そ

の

書
中
に

赤
縄
故
事
を

見
出

だ

す
こ

と

が

で

き
る。

そ

こ

で、

以
下、

取

り

あ
え

ず
こ

の

三
書
に

つ

い

て

検
討
し

て

み

る
こ

と41

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Melsel 　unlverslty

明

星
大

学
研
究

紀
要
［
日
本
文

化
堂

部
・
言
語
文

化
学
科】
第
三
号

一
儿

九
五

年

に

し

よ
う。

　
先
づ

三
書
の

赤
縄
故
事
の

収

載
簓
所
を
示

し

て

お

く
。

編
者
そ

の

他
に

つ

い

て

は

省
略
に

従
う。

　
　

『

書
言
故
事
大
全
』

巻
」

（
婚
姻
類）

「

月
下
老
」

「

赤
縄
繋
足
」

両
条

　
　

『

故
事
成
語
考
』

　

誉
上

「

婚
姻
」

門
「
章
固

与
月

老
論

婚

始
知

赤

縄

繋

　
　
　
　
　
　

　
　
　

足
」

条

　
　

『

円
機
活
法
』

　

　
コ

詩
学」

巻
八

「

入
倫
」

門
（
婚
姻）
「
月
下

老
」

条

▽

［．
書
言
故
事
大
全
』

の

舶
載
時
期
は

不
明

。

た

だ

し．

前
掲

「

和
刻
本
類
書
集

成
」

第
三

輯
に

影
印

さ

れ
て

い

る

の

は

正

保
三

年
（
一

六

四
六
）

版
で

あ

る

か

ら、

す
で

に

江
戸
時
代
初
期

に

は

渡
来
し

て

い

た

も
の

と

考
え
ら

れ

る。

同
輯
に

冠
せ

ら

れ
た

長

沢

規
矩
也
「

解
説
」

に

よ

る

と、

『

書
言
故

事
大
全
』

は

「

こ

の

種
の

故
事
集
中、

江、
尸

時
代
に

最
も
弘
く

行
は

れ

た

書
で

あ
る
」

と
い

う
、

斯
道

L

乂

庫
［
編］

『

江
戸

時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』

に

よ

れ

ば、

『

書
言

故
事
大

全
』

の

刊
行
年
は

次
の

通
り

。

正 宝 元 天 延 寛 寛
徳 永 禄 和 宝 文 文

笹…
刊

記
　（
一
L

ハ

亠

ハ

一

〜

七

二
）

卜
年
／

ト
一

年

二

六

七

〇、
　一

六

七
一
）

、
二

年
　（
一
亠
ハ

七

五
）

一

年
　（
、

亠
ハ

「

八
冖
）

γ

皿

年、
／鬯
兀

年
／

ズ

十
二

任−
　（
　
山
ハ

九一
一、
　
一
亠
ハ

上

儿
し

ハ 、

亠
ハ

年
　（
一

七

〇

九
）

五

年
（
一

七
一

五
V

一

六

九
九
）

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

42

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

マ

こ

こ

の

出
版
年
次
の

密
度
を
見
た

だ

け
で

も、

当
書
の

盛
行
が

推
し
量
ら
れ
よ
う．、

先
に

記
し

た
ご

と
く、

赤

縄
故

事
は、

巻
｝

（
婚
姻
類）

「

月

下

老
」

「

赤
縄
繋

足
」

両
条
に

兒
え、

こ

の

両
条
は

隣
り

合
わ

せ

に

連
続
し

て

現

わ
れ

る
。

左
に

そ

の

字
旬
を
掲
げ
て

お

こ

う．
（
　）

内
の

文

字
は

割
注
で

あ
る

。

　
「

月
ド

老
」

：

婚
成
曰

〈

喜
講
月
下

老

之

書
〉

。
〔

唐〕

韋
固
求
婚、

旅

次
宋
成

店
（
旅
次、

入
居

客
中
也
。

宋
城、

毫
州
県、

名。
〔

釈
注〕

蕚、

音

泊）
。

客
有

議
潘

肪
（
房
上

声）

女、

旦

期
隆

興

寺
門
（
旦、

明

早
也

。

期、

約
也。

約
至

隆

興
寺
門
前
相
会
也）
。

固

往
見

老
人

倚
布
嚢
坐

塔、

向
月
検
書

。

因

問
「
何
書
？

」

日
「

天

下
之

婚
牘
」

（
音
独

。

牘、

簡
牘。

書
版
也）
．

因

日
「

吾
娶
潘
肪
女、

可

成
乎
？

」

日
「

未

也
。

君
婦
適皿
二

歳
（
適、

纔
也）
。

十
七

入

君

門
」

固
日

「

安

在
？

」

（

固

問
く

婦
見
在

何

処
？
と

日

「

店
北

売

菜
陳

嫗

（
於

去
声
）

女
耳
」

（

嫗、

老
婦
也）

。

及
明、

指
示
之
（
至

天

明、

指、
示

其
処）

。

老

人

忽
不

見
。

固

令
（
平
声）

奴

刺
女
中
（
去
声）

眉

（
月
老
事、

勘
『

続
幽

怪
録
』

。

固

随

人

市

見
媼

抱
女、

甚
醜
陋

。

問
怒
磨
刀、

謂
奴
日
「

殺
此
女、

与
汝
万

銭
」

。

奴

明

目

刺
之、

傷
眉）

。

後
十

四

年、

相
（
去
声
）

州
刺
史
王

泰
妻
（
去

声
）

以

女
（
相

州、

今
彰
徳
府
是

也。

女

子
年
十
七、

容

貌
端
麗
）

。

眉

間
常
貼
花
鈿

（
音

田。

錙、

金
翠
花

面
飾。

蓋
以

遮
所
傷
之
処）
、

歳
餘
問
之、

乃

知

為
泰
姪
女
（
女
日

「

妾
郡

守
猶
子
也
∀

。

父

終
宋
城
宰
（
父
卒
宋
城

任
所
V

。

時
乳
母
陳
養
之

（
女
言

「

妾
方
襁
褓、

乳
母
売
菜
以
給
朝
夕。

常
抱
于

市、

為
賊

之
所
刺
耳
」）

。

後
泰
取

以

為
己

女、

嫁
焉

。

　

「

赤

縄
繋
足
」

：

言
婚
姻
前
定
日
〈

赤
縄
繋
足
〉 。

韋
固
問
月
下
老

、

嚢
中
何

物
？・

」

日
「

赤
縄
子。

以

繋
夫
婦
之

足
。

雖

讐
敵
之
家、

呉

楚
異

郷、

富
貴
懸
隔

（
懸
隔、

壽
相
隔
遠）
、

此
縄
一

繋、

終

不

叮
追
」

（
音

換
。

疸、

迯

也）
。
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▼

『
故
事
成
語

考
』

も
舶
載
時
期
は

不
明

だ
が、

や
は

り

書
籍

目
録
集
成
』

に

よ

れ
ば、

刊
行
年
は

次
の

通
り

。

正 宝 元
徳 永 禄

五

年
／
九
年
／
十
二

年

六

年
（
一

七
〇

九）

五

年
（
一

七
一

五）

『

江
戸
時
代
書
林
出
版

二

六
九

二
、

　一

六

九
六
、

　一

六

九
九
）

ま

た、

筆
者
が

閲
覧
し

た

東
京
大
学
国
語
学
研
究
室
所
蔵
本
は、

序
文
に

「

天
和

辛
酉
」

　
（
一

六

八
一
）
、

跋

文
に

「

天
和
壬
戌
」

　
（
一

六
八

二
）

の

文

字
が

あ

る
。

そ
の

字
句
は

左
記

の

ご

と

し
。

　
「

赤
縄

繋
足
」

：

韋
固

見
一

老

人
対

月

検
書

倚

嚢
而
坐

。

問

日
「

嚢
中
何

物
？
」

日
「

赤

縄
子

。

以

繋
夫
婦
之

足
。

雖
仇

敵
之

家、

呉
楚
異
郷、

此

縄
一

槃、

終

不

可
迴
」

な
お、

『

故
事
成
語
考
』

り、

『

書
言
故
事
大
全
』

　
　
　
　
　
　
　
　　

て

示

さ

れ
て

い

る、

に

つ

い

て

は、

三
宅
元
信

『

故

事
成

語
考
集
注
』

が

あ

の

「

月
下
老
」

と

ほ

ぼ

同
じ
字
句
が

割
注
に

原
拠
と

し

▼

『

円
機
活
法
』

は

舶
載
時
期
の
一

部
が

わ

か

る
。

大
庭
脩

『

江
戸
時
代
に

お
け

る
唐
船
持
渡
書
の

研
究
』

を
検
す
る
と、

左

記

の

年
に

舶
載
さ

れ

て

い

る

（
＊

は

袖
珍
本
も
舶
載
さ

れ

た

年）
。

享
保

　
十
一

年
（
一

七
二

六
）

／
二

十
年
（
一

七

三

五
）

天
保

　
十

二

年

二

八

四

ご

／
＊

十
五

年
（
一

八

四
四）

江
戸

時
代
に

お
け

る
赤

縄
故
事

古
田

島

洋
介

も
っ

と

も、
　

『

江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目

録

集
成
』

に

よ

れ

ば、

す
で

に

享
保

以
前
か

ら

『

円
機
活
法
』

の

和
刻
本
が

世
に

現
わ
れ

て

お

り、

寛
文
〜

正

徳
年
間

に

か

け

て

頻
々

と
刊
行
さ
れ
た
。

そ

の

刊
記

は

次
の

通

り
で

あ
る
（
い

ず
れ
も
四

〇
冊
本

。

＊

は

小
本
も
刊
行
さ

れ
た

年
次、

＊

＊

は

半
切

本
も
刊
行

さ

れ

た

年

次
を
示

す
）

。

正 宝 元 天 延 寛 寛
徳 永 禄 和 宝 文 文

無
刊
記

（
一

六

六
一

〜

七

二
）

十
年
／
十
一

年
（
一

六

七

〇、

＊

＊

三

年
（

＝
ハ

七

五
）

＊

＊

一

年
　（
一
亠
ハ

八
一
V

＊

五

年
／
＊

九

年
／
十
二

年
（

＊

六

年
（
一

七

〇

九）

＊

五

年
（
一

七
一

五）

一

六

七

こ

一

六
九

二
、

一

六

九

六、
一

六

九

九）

前
述
の

『
書
言
故
事
大
全
』

の

刊
行
年
と

完
全
に
一

致
す
る

点
が

興
味
深
い
。

こ

の

二

書
は、

便
利
な
故
事
集
と

し

て
、

双
璧
を
成

し
て
い

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

と

も
あ
れ、
『

円
機
活
法
』

は

十
七

世
紀

後
半

か

ら
十
八

世
紀
初
め

に

か

け
て、

か

な
り

の

流
行
を
見
た

と

考
え
て

よ
い

だ

ろ
う

。

『

書
言
故
事
大
全
』

と

も
ど

も、

赤

縄
故
事
の

流
布
に

大
き

な
役
割
を
果
た

し
た
も
の

と
思
わ

れ

る。

管
見

に

入
っ

た

か

ぎ

り、

右
の

他
に

も
明

暦
二

年
（

一

六

五

六）

本
や

延

宝
元
年
（
一

六

七

三）

本
な
ど

が

あ
り
（
第
二

節
参
照
V 、

岡
崎
鵠
亭
（
一

七

六

六

〜
一

八

三

二
）

が

文
化
八

年

二

八
一

こ

に

「

今
の

世
で

詩
を
学
ぶ

者
は、

一

人
残
ら

ず
『

円

機
活
法
』

を
尊
ん

で
い

る
」

と

言
っ

て

い

る

こ

と

か

ら
見
て

も
、

漢
詩
人
を
は

じ

め

と

す
る

江
戸
時
代
の

文
人

の

あ
い

だ

で

相
当
に

重
宝
さ
れ

た
書
物
で

あ
る

よ

う

　ロ
らワ

だ
。

な
お、

『

円
機
活
法
』

の

字
旬
は

次
節
に

引
く。

43

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

明
星
大

学
研

究

組
要
一
日

本

文
化

学
部
・
言

語
文
化

学
科
M

第

三

号

一
九
九
五

年

　
以

上、

『

滋

鞏
肖

故
事
大
全
』

『

故
事
成

語
考
』

『

円
機
活

法
』

の

三

故
事
集
に

つ

い

て

概
観
し

て

み

た
．

こ

の

よ

う
な
故
事
集
に

よ
っ

て、

赤

縄
故

事
は

次
第
に

江

戸

時
代
の

入
々

に

な
じ

ま

れ

て

い

っ

た
も
の

と

推
測
き

れ
る

。

次
に、

赤
縄
故
事

に

基
づ

く
字
句
が

実

作
品
中
に

現
わ

れ
た

例
を

挙
げ
て

ゆ

こ

う。

　
享
保
十
年
（
一

七

二

五
）

前
後
に

成
っ

た

柳
沢

淇
園
の

『

ひ

と

り

ね
』

に

赤

縄

故
事
の

抄
訳
が

見
え
る
。

こ

れ

が

江
戸

時
代
に

お

け

る

赤

縄
故
事
の

受
容
の

嚆
矢

と

確、
言

で

き
る

か

ど
う
か

は

来
詳
だ

が、

と

に

か

く
早
く

も
こ

の

時
点
で
、

抄

訳

と

は

い

え、

赤
縄
故

事
の

翻

訳
が

現

わ
れ

て

い

る
こ

と

は

注

目

に

値
し

よ
う
。

『
ひ

と

り
ね
』

は、
「

著
者
の

塗

前
に

流
布
し

た

形
跡
は

な

い

が
、

死

（
一

七

五

八）

直
後
か

ら

世
に

知
ら

れ
」 、

『

幕
末
・

明

治
期
ま
で

書
写
さ
れ

て

写

本
で

流
布

し

た
L

ら

し
い

竃
赤

縄
故
事
の

普
及
に
一

定
の

役
割

を
果
た

し
た

こ

と

だ

ろ

う
。

前
述
の

ご

と
ノ

＼

そ

の

字
句
は

第
二

節
で

詳
し

く

検
討
す

る
。

　
宝
暦
十
一

年
（

一

七

六
一
）

に

は、

近
江
・

贅
世

子
［

訳
］

『

通

俗
赤
縄
奇
縁
』

が

同
行
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

は

明
・
馮
夢
龍
［

編
］

『

醒
世

恒
言
』

巻
三

「

売
油
郎

独

占
花
魁
」

を
底
本
と

し

た

翻

訳
で

あ
る
が、

そ
の

表
題
に

「

赤
縄
」

の

二

字
が

用
い

ら

れ

て
い

る

こ

と

か

ら

見

て、

す
で

に

当
時、

赤
縄
故
事
は

少
な
く
と

も

読

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

ハ
エ

書
入
に

は

な

じ

み

深
い

説
話

だ
っ

た

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

と
推
定
さ

れ
よ
う

。

も
し

そ
う
だ

と

す
れ

ば、

赤

縄
故
事
は、

十

七

世
紀
後
半
か

ら
『

円
機
活
法
』

な

ど

を
通
じ

て

次
第
に

目

本
人
の

あ
い

だ

に

知

ら

れ
て

ゆ

き、

十
八

量
紀

後
半
に

は、

『

ひ

と

り
ね
』

の

力
も
あ
つ

か

っ

て、

よ
く
知

ら

れ

た

中
国

説
話
に

数
え
ら

れ

る

話
に

な
っ

て

い

た

も
の

と

思
わ

れ

る
．

も
っ

と

も、

ま
だ

傍
証
が

少

な
い

の

で

確
貫
す
る

わ

け
に

は

ゆ
か

ぬ

が
。

　
安
永
五

年
（
…

七

七

六
）

に

は

上

田

秋
成

の

『

蘭
月

物
語
』

が

刊
行
さ

れ
た

。

そ

の

巻一
二

「

吉
備
津
の

釜
」

に、

次
の

よ
う

な
字
句
が

見
え
る

。
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既
に

聘
礼
を
納
め

し
う
へ

、

か

の

赤

縄
に

繋
ぎ

て

は、

仇
あ
る

家、

異
な
る

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　ハ
おが

　
　
域
な
り

と

も
易
ふ

べ

か

ら

ず
と、

聞
く
も
の

を
…

…

　
ま

た、

天

明

年
闇
へ

一

七

八
一

〜

八

八
）

に

刊

行
さ

れ

た

入

清
本

「

入

情
廓
の

鶯
」

後
編
（
下）

に

も

：

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　へ
ぽヨ

　
　
心

置
き

な
く
お

初
と
赤

縄
の

契
り
を
む

す
び

け

れ
ば

…

…

『

ひ

と

り
ね
』

の

赤
縄
故
事
は、

あ
く
ま
で

も
抄

訳
で

あ
っ

た
。

ま

た、
　

『

通
俗

赤
縄
奇
縁
』

の

「

赤
縄
」

は

表
題
で

あ
る

し、
　

『

雨
月

物
語
』

も
「

…

…

と、

聞

く
も
の

を
」

と

引
用

に

近
い

形
式

で

あ
っ

た
。

こ

れ
ら

に

比
べ

る

と、

こ

の

「

赤

縄
の

契
り

」

は、

一

段
と

和

文
の

な

か

に

溶
け

込
ん

だ

表
現

に

思

わ

れ

る

の

だ

が、

果
た
し

て

ど
う
だ

ろ

う
か
。

　
寛
政
三
年
（
｝

七

九

ご

に

刊

行

さ

れ

た

山

東
京
伝
の

洒
落

本
『

錦
之
裏
』

に

も、

左

の

よ

う
な
］

節
が

あ

る
。

是
な
る

夕

霧
殿
に、

さ

ほ

ど

ま
で

御
執
心

な
さ

る
・

も、

是
赤

縄
の

む

す
び

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
へ
の　

し

な
ら

ん
。

心

さ
へ

た
．・

し

け

れ

ば、

遊

女
と

て

も
く
る

し

か

る

ま

じ
。

　
文
化
七

年
（

一

八
一

〇）

に

刊
行
さ

れ

た

滝
沢
馬
琴
『

椿
説

弓
張

海
・

拾
遺
』

巻
三
・

第
五

二

回

に

は

ー

ー

為
朝
は

な
ほ、

再
三

再
四
推
辞
給
へ

ど
も、

そ

の

事
脱
が

た

け

れ

ば、

巳
こ

と

を
得
ず、

赤

縄
の

繋
る

所
に

任

し
給
ふ

程
に、

夫
婦
の

契
浅
か

ら

で、

分

　

　

　

　
　
　
　
　

ほ
むソ

て

る

鏡
を
合

す
る

如

し
。
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さ

ら
に、

文

政
五

年
（
一

八

二

二
）

上
・

第
二

章
末
尾
に

も

ー

に

刊

行
さ

れ
た

洒
落

本
『

花
街
鑑
』

巻

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　ハ
リワ

こ

れ

正
に

赤
縄
の

奇
縁

を
む

す
ぶ

の

時
い

た

れ

る

か

な
。

こ

の

「

赤
縄
の

奇
縁
」

は、

も
し

か

す
る

と
、

先
の

題
を
念
頭
に

置
い

た
言
い

回
し
な
の

か

も
し

れ

な
い
。

　
一

方、

こ

う
し

た
作
品

に

引
か

れ
る

か

た

わ

ら

で、

も
「

赤
縄
」

の

語
が

現
わ
れ

る

よ

う
に

な
っ

て

い

た
。

ら
例
を
引
け

ば

ー

『

通
俗
赤
縄
奇
縁
』

な
る
表

川
柳
・

狂

句
の

た

ぐ
い

に

先
づ

『

誹
風

柳
多
留
』

か

や
か

ま

し
い

姑
引
ッ

切
赤
イ

な
わ

　
　
　
　

　
　
　

文
化
十
一

年
（

一

入
一

四）

刊
／
六

六

編

二

四
丁

し
や
く
つ

て

も
子
が

切
さ

せ

ぬ

赤
イ

縄

　
　
　
　

　
　
　

文
政

二

年
（
一

八
一

九）

刊
／
七
一

編
一

七
丁

赤
縄
の

蜘
手
に

か
・

る
い

・

娘

　
　
　
　

　
　
　

文
政
十
一

年
（

一

八

二

八
V

刊
／
九
九

編

＝

九
丁

赤
縄
ハ

出
雲
で

神
の

こ

ま

結
び

　
　
　
　

　
　
　

天
保
三

年
（
一

入
三
二
）

刊
／
一
一

九

編
一

九

丁

さ
て

解
ぬ

の

ハ

赤
縄
の

こ

ぐ
ら
か

り

　
　
　
　

　
　
　

天
保
四
年

二

八
三

三
）

刊
／
一

二

三

編

七
一

丁

枕
並

べ

て

赤

縄
を
鯛
結
び

　
　
　
　

　
　
　

天
保
五

年
（
一

八

三

四
）

刊
／
一

三

三

編

五
丁

御
婚
礼
赤
縄
繋
ぐ
鯛
が

来
る

　
　
　
　

　
　
　

天

保
七
年
（
一

八

三

六
）

刊
？

／
一

四
四
編
一

丁

江
戸

時
代
に

お
け
る

赤
縄
故

事

古
田

島
洋

介

『

新
編

柳
多

留
』

に

も、

次
の

よ

う
な
句
が

あ

る
。

蛇
と

結
ぶ

赤
縄
蟹
が

挟
み

切

り

三

三
編

二

六

丁

ま
た、

天
保
二

年
（

一

入

三

ご

に

刊
行
さ
れ

た

『

狂
句
梅
柳
』

に

も

ー

黄
色
で

も
切

れ
ぬ

出
雲
の

赤

ひ

縄

赤

縄
を
結
ふ

と

ツ

イ
ハ

解
が

た
し

五

編
三

八

丁

一

八

編
三

五
丁

「

赤
縄
」

の

み

な

ら

ず、
　

「

赤
い

縄
（
な
わ
V

」

と

訓
読
み

し

た

例
も
見

え
る

点

　

　
　
　
ハ
ほり

が

興
味
深
い
。

　
こ

の

よ

う
に

見
て

く
る
と、

赤
縄
故
事
は、

や
は

り
十
八

世

紀
後
半
あ

た

り

か

ら、

江
戸
時
代
の

人
々

に

浸
透
し

て

い

っ

た
も
の

と

推
測
で

き

る

の

で

は

な
か

ろ

う
か。

そ

し

て、

そ
の

先
鞭
を
付
け

た

と

推
さ
れ

る

の

が、

赤
縄
故
事
を

抄
訳
し

て

み

せ

た

『

ひ

と

り

ね
』

で

あ
る

。

　

　
　
＝

　

柳
沢
淇
園
（
一

七

〇
三
〜

五

八
）

の

『

ひ

と
り
ね
』

は、

享
保
十
年
（
一

七

二

五
）

前
後
に

成
っ

た
書
で、

上
下
の

二

巻
。

若
き
日

の

淇
園
の

随

筆
で

あ
る

。

中

国
の

説
話
を
翻
訳
し
て

紹
介
し

た

部
分

が

少

な
く
な

い

が、

そ
の

巻
上

の

夫
婦
ま

た

は

男
女
の

奇
縁
を
主
題
と

す
る
話
群
の

冒

頭
に

赤
縄
故
事
が

見
え
る

。

以
下、

そ

の

字
句
に

つ

い

て、

典
拠
と

比
較
し

つ

つ

詳
し

く
吟
味
し

て

み

た
い

。

　

『

ひ

と
り
ね
』

に

つ

い

て

は、

岩

波
書
店

「

日

本
古
典
文
学
大
系
」

『

近

世

随

想
集
』

一

〇

二

〜
一

〇

四

頁
所
載
の

字
句
を
そ

の

ま

ま
借
用

さ
せ

て

い

た

だ

く
。

原
拠
に
つ

い

て

も
、

や

は

り、

同

書
一

〇
二

頁
の

頭
注
七
が

指
摘
す
る

『

円

機
活45
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明

星
大

学
研
究

紀
要
【
日

本
文
化

学
部
・
言
語
文

化

学
科一
第
三

号

一
九

九
五

年

法
』

を

用
い

る

こ

と

と
す
る

。

　
た

だ

し、

原
拠
に

つ

い

て

は、

い

さ

さ

か

問
題
が

あ
る

。

確
か

に、

『

ひ

と

り

ね
』

の

赤
縄
故
事
の

抄
訳
が、

先
に

掲
げ
た

『

書
言
故
事
大
全
』

や

『

故

事
成
語

考
』

の

字
句
よ

り
も、

『

円
機
活
法』

の
宀

苧

旬
に

基
づ

い

た

可

能
性
が

高
い

こ

と

は、

以

下
に

記

す
『

ひ

と

り

ね
」

と

『

円
機
活
法
』

の

字
句
の

照

応
を
御
覧
に

な

れ

ば

納
得
い

た

だ
け
る
も

の

と

思
う。

け
れ

ど

も、

『

近
世
随
想
集
』

一

〇

二

頁

の

頭
注
七
が、

『

円
機
活
法
』

の

延

宝
相
刻
本
（
延
宝
元
年
本
で

あ
ろ

う
）

の

字

句
を
原
拠
と

し

て

引
い

て

い

る

の

は、

あ
ま
り

感
心

で

き
な
い

。

結
論
を

先
取

り

し

て

言
っ

て

し

ま
え

ば、

『

ひ

と

り

ね
』

は

『

円
機
活
法
』

の

明

暦
和
刻
本
（
明

暦

二

年
本）

も
し
く
は
そ
の

字
旬
を
襲
っ

た

版
本
を

原
拠
に

し

た

も
の

と

考
え

る

ほ

う
が

妥
当
な
の

で

あ
る

。

そ

の

理

由
は、

以
下
の

記
述
の

な
か

で

折
り
に

触
れ

て

述
べ

る

こ

と

に

し

た

い
。

略
号
は

次
の

通

り。

【
原
】

原
拠
の

意。
　

『

円
機
活
法
』

明

暦
二

年
（
一

六

五
六
）

和
刻
本
の

字
旬
を

　

　
　
示

す
。

冖
校
M

校
訂
の

意
。

右
掲
『
円

機
活
法
』

の

字
句
に

関
す
る
校
訂

を
記

す。

特
に

　

　
　

『

円
機
活
法
賑

延
宀

玉

元

年
（
皿

六

七

三）

和

刻
本
の

字
旬
と

比

較
し
て

論

　

　
　
ず
る

。

四
按
】

按
語
の

意
。

原
拠
と

抄
訳
の

字
句
と

に

関
す
る

私
見
そ

の

他
で

あ

る
。

　

　
　
　
　
　

　
＊

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

＊
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

＊

⊥

鬥 、

韋
固

と

云
人
有

。

い

ま
だ

さ

だ

ま

れ

る

妻
も
な
し。

或
時、

旅
立
し

て

宋
城

と

い

へ

る

所
に

や
ど

り
た

る

時、

 

入
の

翁
の、

手
に

ふ

く
ろ

を
も
ち、

月
に

向

ひ

て

書
物
を
晃
る

有。

【
原
M

　
「

月

ド
老
」

：

意
圃

少
未
娶、

旅
次
宋
城、

遇
異
人、

倚
嚢
坐、

向
月

検

書。

凹

按
】

　
「

手
に

ふ

く
ろ

を
も
ち
」

か

る
）

を
「

持
つ
」

意
に

解
す
る

の

は

奇
異
で

あ

る。

「

倚
」

以
外
の

字
に

作
る

『

円
機
活
法
』

る
い

は、

淇
園
の

用
い

た

『

円
機
活
法
』

（

ま
た

は

他
の

「

持
つ
」

意
の

字｝

人
」

を
「

翁
」

と

訳
し

た

の

は、

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
46

は

「

倚
嚢
」

に

相
当
す
る

が
、

「

倚
」

（
よ

り

か

　

　

　
　
　
　
　

　

管
見
に

入

っ

た

か

ぎ

り、

　

　

　
の

版
本
は

な
い

。

淇
園
の

誤

解

か
。

あ

　

　

　
の

翩
り

状
態
が

悪
ノ

＼

「

倚
」

が

「

持
」

　

に

見

え
た

の

か

も
し

れ

な
い
。

な

お、

「

異

見

出
し

「

月
下

老
」

に

よ

る

も
の

で

あ

る。

韋
固

あ
や

し

み

て

問
て

目、
「

翁
の

も
て

る

書
は、

い

か

成
事
を

か

き

し

物
ぞ
」

と

云

に、

翁
の

日、

「

さ
れ

ば

幽
明

の

書
也
」

と
い

ふ
。

固
が

臼、

「

然
ば、

翁
は

何
を
つ

か

さ

ど

り

て

い

る

入
ぞ
」

と
い

ふ

に、

か

の

翁
の

日、
「

我
は

天

下

の

婚

礼
ヲ

司

る

也
」 。

鬥

原
】

日
「

此
幽
明

之

書
」

。

固
日

「

然
則
君

何

主
？

」

。

日
「

天

下
之
婚
尓
」

。

四

校
】

末
尾
の

「

尓
」

を、

延

宝
元

年
本
は
「

爾
」

に

作
る
。

【

按
】

こ

の

部
分、
　
隅

原
図

の

字
句
が

き
わ
め

て

簡
略
な
た

め

で

あ
ろ

う、

淇
園

は

冒

頭
に

韋
固

の

問
を
補
っ

て
い

る
。

他
の

書
の

字
句
（
例
え

ば

『

書
言
故
事
大

全
』

の

「

因

問
〈

何
書
？・

〉

」

な
ど
）

を
参
照
し

た

可
能
性
も

考
え
ら

れ
る

が、

こ

の

程

度
の

字
旬
な

ら、

淇
園
自
ら

に

よ
る
補
充
と

考
え

て

差
支
え
あ

る

ま
い
。

韋
固、

又
問
て

日、

「

其
袋
の

う
ち

に

は、

い

か

成
も
の

を
入

れ
お

か

る

ご

と

い

ふ

に、

翁
の

口、

「

此
袋
の

内
に

は

紅

の

縄
｝

筋
の

み

有
。

是
に

て、

其

夫
婦

に

な
ら

ん

と

い

ふ

や

く

そ

く
の

男
と

女
の、

あ
し

と

足

を
む

す
び

置
事
也。

此

縄

．

た

び

結
び

ぬ

れ
ば、

た

と
へ

か

た

き
ど

ふ

し
の

家、

或

は

国
を
隔
て
、

い

か

成

遠
き

入
な
り

と

て

も、

夫
婦

に

成
こ

と

疑
ひ

な
し

」

と
い

ふ
。

四

原
短

因

問
嚢
中
赤

縄
子

。

云

「

以
繋
夫
婦
之
足。

雖

仇
家
異
域、

此
縄
一

繋、

終
不

可

易
。

…

…
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【

按
】

や
は

り
【
原
】

の

字
句
が

簡
略
に

す
ぎ
る

た

め、

韋
固
が

袋
の

中
身
を
問

う
言
葉
を
加
え
て
い

る。

他
は

【
原
】

に

ほ

ぼ

忠

実
な

訳。

た
だ

し、

「

此

袋
の

内
に

は
紅
の

縄
一

筋
の

み

有
」

は、

少
々

問
題
の

あ

る

と
こ

ろ
。

「

一

筋
の

み
」

で

は、

一

対
の

夫
婦
し
か

結
べ

な
い

よ
う
に

聞
こ

え

る
。

あ
る

い

は、

そ

の
一

本

の

縄
を
適
当
に

切
り

な
が

ら
次
々

に

夫
婦
の

足
を
結
ん

で

ゆ
く
と

の

意
か

。

赤
縄

　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　　
はサ

故
事
の

あ
る

英
訳
で

は、

複
数
形
ooa

ω

に

な
っ

て

い

る。

も
し
か

す
る

と、

淇

園
は、
　一

本
の

縄
を
使
う
と、

い

つ

の

ま
に

か

袋
の

な
か

に

ま
た
一

本
の

縄
が

生

じ

て

く
る
も
の

と

想
像
し

た

の

だ
ろ

う
か。

韋
固
が

日、

「

し
か

ら

ば、

我
女

房
は

い

つ

く
の

ほ

ど
に

あ
り

や
」

と

と

ふ
。

か

の

翁
の

日、

「

君
が

女
房
は、

今
是
よ
り
一

丁

斗
も
過
て
、

菜
を
売
一

人
の

婆
あ

り
。

此
娘
こ

そ

君
の

一

生

の

妻
な
り

」

と
云

。

【

原
】

…
…

君

妻
乃

此
店
比
売
菜
陳
嫗
女

尓
。

」

【
校
】

　
「

比
」

は、

「

北
」

の

誤
り

で

あ
ろ

う
。

延
宝
元
年
本
も
「

此
」

に

誤
る

。

ま
た

「

嫗
」

を、

延

宝
元

年
本
は

「

姫
」

に

作
る

が、

こ

れ

で

は

訳
文
の

「

婆
」

と
一

致
し

な
い
。

こ

の

点
か

ら

見
て、

淇
園
は

明
暦
二

年
本
を
原
拠
と

し
て

い

た

可

能

性
が

高
い

と

思

わ
れ

る
。

な
お、

末
尾
の

「

尓
」

を、

延

宝

元

年
本

は

「

爾
」

に

作
る

。

【
按】

冒

頭
の

韋

固
の

問

は、

例

え

ば

『

書

言

故

事
大

全
』

の

「

固

日
〈

安

在
？
＞

」

に

基
づ

く
と

考
え
た

ほ

う
が

わ

か

り
や

す
い
。

　【
原】

で

は、

前
段
か

ら

月
下
老
一

人
の

セ

リ
フ

が

続
い

て

お

り、

会
話
の

や
り
と

り
を
記
す
淇
園
の

字

句
と

大
き
く
ず
れ

て
い

る

か

ら

で

あ
る

。

し

か

し、

私
見
に

よ
れ
ば、
°
そ
れ

で

も

淇
園
は

他
の

書
を
参
照
せ

ず、

自
ら

【

原
】

を
会
話
の

形
式

に

直
し

て

訳
出
し

た

も
の

と

思
わ
れ
る

。

そ
れ

は、

「

今
是
よ
り
一

丁
斗
も
過
て
」

と

あ
る

か

ら

で

あ

る
。

も
し、

他
の

書
の

字
句
を
参
照
し

て
い

た

な
ら

ば
（

例
え
ば

『

書
言
故

事
大

江

戸
時

代
に
お

け
る
赤

縄
故

事

古
田

島
洋
介

全
』

の

「
店
北
売
菜
陳
嫗
女
耳
」）
、

「

北
」

そ
の

他
の

方
向
を
示

す
字
が

用
い

ら

れ
た

で

あ
ろ

う。
「

今
是
よ
り
一

丁

斗
も
過
て
」

と

距
離
を

示

す
字
句
に

な
っ

て

い

る

の

は
、

淇
園
が

【
原】

の

「

比
」

（
実
は

誤
字
V

の

意
味

を
解

し

か

ね
て、

次
段
の

「
逐
之
入

菜
市
」

か

ら、

話
の

状
況
を
適
当
に

設
定
し

た
た

め

で

あ

ろ

う

と

愚
考
す
る。
　

「

此
娘
こ

そ

君
の
一

生

の

妻
な
り

」

も
【

原】

に

見

え

な
い

が、

や
は

り
話
の

流
れ

を
汲
み

取
っ

て

の

補
充
で

あ
ろ

う。

韋
固、

す
ぐ
に

翁
と
共
に

菜
を
売
店
に

行
て

見

る

に
、

一

人
の

嫗
婆
の

き
た

な
き

衣
服
を
着、

し

ご

く
い

や
し

き
二

歳
ば

か

り
の

女

の

子

を
抱
に

入

て

居

た

り
、

【
原】

因

逐
之
入

菜
市、

見

嫗
抱
二

歳
女、

亦
陋

。

【
校】

前

段
に

同
じ

く、

延

宝
元
年
本
は

「

嫗
」

を
「

姫
」

に

作
る
。

「

嘔
婆
」

と
あ
る

こ

と

か

ら

見
て
、

や

は
り
淇
園
は

、

延

宝
元

年
本
で

は

な
く、

明
暦
二

年

本
を
原
拠
と
し

て

い

た

と

椎
測
さ

れ

よ

う
。

【
按】

ほ

ぼ

【
原
】

に

沿
っ

た

訳
だ

が、

「

菜
市
」

を
「

菜
を
売
店
」

と

記
し

て

い

る

点
は、

後
文
に

お

い

て

問
題
と

な
る

の

で、

注

意
し

て

お

く
べ

き

で

あ

る

（
具
体
的
に

は

後
述
す
る）

。

か

の

翁
ゆ

び

ざ

し

て

云、
「

あ
れ、

あ
の

懐
の

中
な
る

二

才
に

成
子

こ

そ、

そ
な

た

の

妻
よ

」

と

い

ふ
。

韋
固、

甚
い

や

し

め
い

か

り

て、

そ
の

家
来
の

者
に

云

付

て、

「

小
刀

を
以

て、

か

の

婆
と

女
と

を
こ

ろ

せ
」

と

い

ふ

に、

か

の

家
来、

誤

り

て

か

の

二

才
子

の

ひ

た

ひ

を
き

り
た

り
。

其
内
人
々

大
勢
寄
て
、

殺

し

得
る

事

あ
た

は

ず。

【
原】

老
人
指
示、

固
怒
磨
小
刀

付
奴、

日
「

殺
彼
女、

当
賜

汝
万
銭
」 。

奴
翌

日

刺
於
稠
人
中、

纔
傷
眉

間
尓

。

【
校】

末
尾
の

「

尓
」

を、

延

宝

元
年
本
は

「

爾
」

に

作
る。
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明
星

大
学
研
究

紀、
要
門
躍

本

文
化

学

部・
言

語
文

化
学

科一
第
三
号

　一
九
ん
五

年

【
按
扁

冒

頭
の

「

老

人

指
示
」

汝
万
銭
し

が

省
略
さ
れ
て

い

る
。

の、す
な

わ
ち、

「

家

来
」

た

る

者、

〈
忠
実
に

実
行

す
べ

し

と

の

考
え

で

あ

る
。

意
味
は
あ
る

ま
い

。

た

だ
し、

し

た

点
は、

い

さ

さ

か

解
せ

な
い

。

淇

園
は

（
娘〉

と

を
殺
せ
し

と

訓
じ

た

の

か
。

「

彼

の

女

が
一

般
で

あ
ろ

う
か

ら、

が

な
の

印
象
で

あ

る。
「

眉
間
」

を
「

ひ

た
ひ
」

の

あ
い

だ
」

で

は

な
く、

　
　
　
　

　

　

　
　
　

そ

の

他
に

若

予
の

補
充
が

あ
り、

ま
た、

「

当
賜

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

こ

の

金
銭
関
係
の

字
句
の

省
略
は、

漠
園
自
身

延
い

て

は

当
時
の

目

本
入

の

倫
理

感
が

然
ら

し
め

た
も
の

か

も
し
れ

な

い
。

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

主

人
の

命
令
と

あ

ら

ば、

金
銭
に

か

か

わ
り

な

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　

「

翌

日
」

の

省
略

に

は、

さ

し

た

る

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
「

殺

彼
女
」

を
「

か

の

婆
と

女
と

を
こ

ろ

せ
」

と

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　

「

殺
彼

女
」

を
「

彼
（
婆）

と

女

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

（

娘）

を

殺
せ
」

と

訓

ず
る

の

　
　
　
　

　

　

　

淇
園
の

案
出

に

よ

る

設

定
か

も
し

れ

ぬ

が、

要
ら
ず

も

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
と

し
た

の

は、
「

眉
間
」

を
「

眉

　
　
　
　

　

　

　

「

眉

の

あ
た

り
」

と

解
し

た

た

め

で

あ
ろ

う
か
．

後
に

十
四
年
過

て、

韋
置
父
の

官
を
継、

相
州
と

云
所
の

刺
史
と

成
て、

王
泰
と

い

ふ

人

の

娘
を
妻
に

も
ち

た
り。

す
が

た

う
る
は

し

く、

い

わ

ん

か

た

な

し
。

隅
原
M

後
十
四

年、

以

父
蔭
参
相
州
軍、

刺
史
王

泰
女
為
妻

。

女
年
十
六

歳、

容

貌

端
麗

。

四
按
M

淇
園
の

文

で

は、

韋
固
が

相
州
の

刺
史

に

な
っ

た

か

の

ご

と

く
で

あ

る

が、

こ

れ

は

「

以

父
蔭

参
相
州
軍
刺
史
王

泰
女
」

を
誤
っ

て

「

以

父
蔭
参
相
州
軍

刺
史、

王
泰
女
」

と

切

り、
「

父

蔭
を
以
て

相
州
軍
の

刺
史
に

参
じ、

王

泰
の

女

を
」

と

解
し

た

も
の

で

あ
ろ
う

。

こ

こ

は、
「

以
父
蔭
参
相
州
軍、

刺
史
王

泰
女
」

と

切
り、

、

父
蔭
を
以
て

相
州
軍
に

参
じ、

刺
史
王

泰
の

女
を
」

と

読
む

べ

き

と

こ

ろ。

ま

た、

先
に

「

二

歳
」

と

あ
り、

こ

こ

に

「

後
に

十
四
年
過

て
」

と

あ
れ

ば

自
明
の

こ

と

と

見
な

し

た

の

か
、

娘
の

年
齢

「

十
六

歳
」

は

省
略
さ

れ
て

い

る
。

48

此

娘、

常
に

花
鈿
を
眉

の

上

に

お

き、

し

ば

ら

く
も
は

な
す
事
な

し
。

韋
固、

あ

や

し

み

て

問
て

云、

　
「

い

か

に

し

て
、

か

く
花
鈿
を
し

ば

ら

く
も
は

な

し

給
は

ぬ
」

と

い

ふ

に、

…

…

困
原
M

眉

閤

常
貼
花
鈿、

未
嘗
暫
去

。

逼

問
之、

内

按】

韋
固

の

言

葉
は

淇
園
の

創
作。

『

花
錮
」

は

凹

原】

の

ま
ま。

特
に

問
題

な
し。

か

の

娘
の

日、
　

「

わ
た
し

は、

も
と

宋
城
と

い

ふ

所
の

刺
史
の

娘
也。

王

泰
の

た

め

に

は

姪
に

て、

誠
の

娘
に

あ
ら

ず
。

今
度
養
ひ

娘
に

し

て、

其
も
と
へ

つ

か

は

し
給
ふ

也
。

私
父

は

宋
城

に

て

死

し

た

り
。

家
の

子
も
親
類
も、

其
折

か

ら
は

ち

り
ゐ

＼
に

成
て、

や
う
ノ
＼
私
を
そ

だ

て

し

嫗
あ
り

。

菜
を
売
て
一

日
…

日

と

養

ひ

ぬ
。

ニ

ッ

に

成
時、

私
を
ふ

と

こ

ろ

に

入

て、

市
に

出

て

あ
そ

ば

し
む

る

時、

い

か

な

る

物
に

や、

酒
に

も
や

酔
た

る

か
、

い

つ

く
よ
り

と

も
な
ふ

来
て、

刀

を

抜
て

額
を
さ

し

た
り。

神
仏
の

か

ご

に

て

こ

そ

あ
る

ら
め、

命
は

つ

・

が

な
く
侍

れ

ど

も、

今
に

至
り
て

疵
あ

り
」

と

い

ひ

し

に

よ

り

て、

…

…

【

原
M

日
「

妾
郡
守
之
猶
子
也

。

父

卒
于
宋
城

任
。

時
方
襁
褓、

乳
母
鬻
疏
以
給

朝
夕

。

嘗
抱
丁

市、

為
賊
所
刺。

痕
尚
在
」

。

因

尽

言
。

困

按
M

補
充
が

多
々

見
ら

れ

る

が、

い

ず
れ
も
穏
当
な
範
囲
に

収
ま

っ

て

い

よ

う。
「

酒
に

も
や

酔
た

る

か
」

「

神
仏
の

か

ご

に

て

こ

そ

あ

る

ら
め
」

な
ど

は、

今

目

の

我
々

に

も
納
得
で

き
る

補
足
の

字
句
で、

な
か

な

か

面
白
い
。

韋
固

も
手
を
打
て、

月
下
の

翁
が

赤
縄
の

説
を
は

じ

め

て

信
じ

た
る

よ
し、

酉

陽

雑
俎

な
ど

に

も
見
へ

た

り
。

後
に

は

此
事
沙

汰
ひ

ろ

ふ

な

り

て、

か

の

菜
蔬
を
売

し

店

を、

名
付
て

定
婚
店
と
い

ふ

て

今
に

有
と

也。

网
原】

宋
城
宰
聞
之、

名
其
店
日

「

定
婚
店
」

。
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【
校】
　

「

定
婚
店
」

を、

延
宝
元

年
本
は

「

定
始
店
」

に

作
る

。

【

按】
　

「

韋
固
も
…

…

信
じ

た

る

よ

し
」

は

淇
園
の

想
像

。

妥
当
な
補
足
で

あ
ろ

う
。

「

酉
陽
雑
俎
」

云

々

は

付
け

た

り
の

字
句
だ

が、
『
近
世

随
想
集
』

一

〇

四
頁

の

頭
注
六

も
述
べ

る

ご

と

く、

現
行
の

『

酉
陽
雑
俎
』

に

こ

の

赤
縄
故
事
は

見
え

な
い
。

淇
園
の

錯
覚
か

。

あ
る
い

は、

当
時
の

『

酉
陽
雑
俎
』

に

は

当
該
説
話
を

載
録
し

た

版
本
が

あ
っ

た

の

だ

ろ

う
か

。

こ

れ

に

つ

い

て

は

未
詳
で

あ
る

。

し

か

し、

「

か

の

菜
蔬
を

売
し
店
を、

名
付
て

定
婚
店
と

い

ふ

て

今
に

有
と

也
」

に

は

大
き

な
問
題

が

あ

る
。

「

今
に

有
」

は、

推
定
も
し

く
は

想
像
に

よ
る

も
の

と

す

ま
せ

る
と

し

て

も、

「

か

の

菜
蔬
を

売
し

店
を、

名
付
て

定
婚
店

と

い

ふ
」

と

い

う
記
述
は、

赤
縄
故
事
の

原
話
に

照
ら

せ

ば、

明

ら
か

に

誤
解
で

あ
る

。

　
【
原
】

の

本
来
の

意
味
は、

「

宋
城
県
の

県
知
事
が

そ

の

話
を

聞
い

て、

そ

の

〈

店
〉

（
宿

屋
。

す
な
わ

ち、

韋
固
が

宋
城

県

で

泊
ま
っ

た

宿
屋
を
指
す）

を
〈

定
婚
店
〉

と

名
づ

け
た
」

と

の

意
味
で

あ

る
．

と

こ

ろ
が、

先
に

淇
園
は、

「

菜
市
」

を
「

菜

を
売
店
」

と

記
し

て

い

た

た

め
、

こ

こ

で

も
そ

れ
を
受
け、

「

か

の

菜
蔬
を

売
し

店
を、

名
付
て

定
婚
店
と

い

ふ
」

と

せ

ざ

る
を
得

な
く
な
っ

た

わ

け
で

あ

る。

【
原】

で

は、
　

「

店
」

が

「

君
妻
乃
此
店
比
売
莱
陳
嫗
女
尓
」

と

出
て

き
た

だ
け

で

あ
っ

た。

し

か

も、

前
述
の

よ
う
に、
　

「

店
」

の

下
の

「

比
」

は

誤
字
で、

こ

の

ま
ま
で

は

意
味
が

通

じ

な
い
。

ど
う
や

ら、

淇
園
は

「

比
」

を
無
視
し

て

（
衍

字
と

見
な

し

た

か
V

、

「

此
店
に

菜
を
売
る

陳
嫗
の

女
」

と

読
ん
だ

よ
う
で

あ
る

。

そ

の

結
果、

「

店
」

が
、

宿
屋
で

は

な
く、

野

菜
を
売
る
店
に

な
っ

て

し

ま
っ

た

の

だ

ろ

う。

本

来
な
ら
、

冒

頭
の

段
に

見

え

る
「

旅

次
宋
城
」

か

ら、

「

店
」

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
け
ほワ

意
味
を
捻
り

だ
さ
ね
ば

な
ら

な
か

っ

た
の

で

あ
る
が

。

要
す
る

に
、

　
【
原図

す
な

わ

ち

『

円
機
活
法
』

に

基
づ

く
か

ぎ

り、

淇
園
は
赤
縄
故
事
を
そ
れ

な
り

に

忠
実

に

紹

介
し

て

み

せ

た
。

け
れ

ど

も、
　
【
原】

の

本
来
の

姿
す
な
わ
ち

原
話
に

照
ら

せ

ば、

赤
縄
故
事
の

少
な
く
と
も
末
尾
の

部
分

が

歪

め

ら
れ

て

伝
わ
っ

た

と
い

う

江
戸

時
代
に

お
け

る
赤
縄
故

事

古

田
島

洋
介

こ

と
に

な
る。

し

か

し、

翻
っ

て

考
え

て

み

れ

ば、

こ

の

事
実
は、

淇
園
が

も
っ

ぱ
ら
『

円

機
活
法
』

の

字
句
に

拠
っ

て

赤
縄
故
事
を
解
し
た

こ

と

の

証

左

と

も
言

え
る

の

か

も
し
れ

な
い

。

　

　

　

　

　

　

　

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

　

淇
園
は

こ

の

赤
縄
故
事
を

は
じ

め

と

す
る

夫
婦
ま

た

は

男

女

の

奇
縁
を
主
題
に

し

た

話

群
に

つ

い

て、

日

本
の

神

無
月
に

つ

い

て

簡
略
な
考
証
を
加
え
た

後、

「

い

つ

く
の

ほ

と

り、

い

つ

く
の

か

た

に

夫
婦
の

ゑ
に

し

あ
ら

ん

事
も
は

か

り
が

た

し
。

扨
も

く
ま
・

な

ら

ぬ

世
や

く
」

と

述
べ

て、

当
該
話
群
に

関
す
る

評

言
を
し
め

く
く
っ

て
い

る

騒
淇
園
は

「

ま
・

な
ら

ぬ
」

夫
婦
の

奇
縁

を
表
現
し
た

話
と

し
て

赤
縄
故
事
を
理

解
し

た

の

だ
っ

た
。

【
注】

（
1∀
　『
続
玄

怪
録』
は、
『
説

郛』
『
五

朝
小

説』
な
ど

に

「
続
幽

怪

録』
の

題

で

収
め
ら

れ

て
い

る。

（
2）
　『
円

機
活
法』
は

詩

作
の

た

め
の

参
考

書
で
あ

り、
こ

れ

を

故
事

集
と

呼
ぷ

の

は、
書
誌

学
上

は
誤

ワ
だ

ろ

　

う。
し
か

し、
実
際

に

は
故

事
集
の

ご

と
く

用
い

ら

れ
る

こ

と

も
少
な

く
な
か
っ
た
も
の

と

推
さ
れ

る。
す
な

　

わ

ち、
こ

こ

で
『
円

機
活

法』
を
故

事
集
に

含
め

る

の

は、
実

用
面
か

ら
の

解
釈
で

あ
る。

（
3）
　
た
だ
し．
『
書

言
故
事

大
全駈
を
範
と

し
た

榊
原

玄
輔

『

書
言

俗
解』
六

巻
（
貞
享
二

年

〔一
六
八

五〕
刊一

　

は、

巻
二

に

「
婚

姻
（
媒

酌
こ

の

分

類
目
が

あ
る

も
の

の、
赤

縄
故

事
に

か
か
わ

る
語

句
は
載
せ

て

い

な
い．

（
4V

　『
故
事
成
語
考

集
注」
三

五
b
（
巻
上

「
婚

姻」
門）。
当

書
は、

寛
政
元

年
（
一
七

八

九）
の

刊
行。
た
だ

　

し、

筆
者
が

閲
覧
し

た

の

は

東
京

大
学

国
語
研

究
室

所
蔵
の

寛
政
三

年
（
一
七
九

こ

本
で

あ
る。

（
5）
　
仁

枝
忠

「

円
機

活
法
に

つ

い

て
」

（
日

本

中

国
学

会
「
日

本

中

国

学
会
報」
第
二

七
集．
一
九

七
五V
二

〇

　

七
頁

下
に

「
今
世

学
詩
者、
必

宗

『
円

機
活
法』」
と

あ

る
〔
表
記
は

変
更
し

たV．

（
6V
　
岩

波
書

店
『
日

本
古
典

文
学
大

辞
典』
「
独
寝」
項
（
執
筆
脯

植
谷

元
V 。

（
7）
　
中
村
幸

彦
［
編］
「
近
世

白
話
小

説
翻
訳

集」
第
二

巻

所
収

『
通
俗

赤

縄
奇
縁』
（
汲
古

書
院、
一
九

八
四∀

　

参
照。

（
8）
　
岩

波
書

店
コ
日

本
占

典
文

学
大
系
L

『
上

田
秋

成
集
h

八
八

頁。

（
9V
　
小

学
館

『
日
本

国
語

大
辞

典」
「
赤
縄」
項
所

引。
原
本
は

未
見。

（
10）
　
中
央
公

論
社
「
洒
落

本
大

成」
第
十

六

巻
『
錦

之
裏
b

七
四

頁
下。

（
11）
　
岩

波
書

店
「
日

本
古

典
文

学
大
系
」

「
椿
説
弓

張

月』
下
・
二

＝一
頁。

（
12）
　
中
央
公

論
社
「
洒

落
本
大

成」
第
二

十
七

巻
『
花
街
鑑臨
七

四
頁

下。
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賜

星
大

学

研
究
紀

要
【
日

本

文
化

学
部

二
冨

語

文
化
学

科】
第
三
号

一
九

九

五

年

　（
13）
　
噂
謬

風
柳

多
留』
の

七
つ

の

用
例
は、

岡
田

甫
［
校
訂婦
『
誹
風

柳
多

留
全

集』
（
三

省

堂、
「
九
七
六

ー
七

　

　

八）

第
五

巻

二

二

七

頁

上．
三

三
〇

頁

上、

第
七

巻

三｝．一
六

貝

上．

第

九
巻】
四
八

頁

F．
第

牽

巻

八
三

頁

　

　

上、
二

九
一
頁
上．

第
十一
巻一
九
九

頁
上

に

あ
り．
 
新

編
柳
多

留』
と

「
狂
句

梅

柳』
の

用
例
は、

石
川

　

　

　一
郎
［
編｝
『

江
戸

文

学
俗

信
辞

典』
（
東
京
堂．
…
九
八

九）
一
九

五

頁

（「
赤

縄」
項一
よ

り

引

用。
い
ず

　

　

れ

も

原
本
は

未
見。

（
U｝
　
己o
眺

無

6
ミ

謹
誌

ミ
ご
翠

暁驢
ぎ鬥
N

〔
台

北
・
南
天

書
局、
一
九

八

八　
P

ま冂．・
：°

冒

ヨ
瓢

窟
o
坪

髯
Φ

話
臨

　

　

8
募

酵
冖
旨
要
冩
出

更
。

叢
蒭
訂
乱

畧
」

三
笹．−
（「
月

下
老

人」

臣
Φ

〇
三

墨
：
乱
 「
尊卩゚

竃
゜

8

　

　

項｝．
英

訳
者
は、
湯

博
文
と
い

う
中
国
人．
す
な

わ

ち、

中
国

人

も
月

下

老
人
の

袋
に

入
っ

て

い

る
赤

縄
を

　

　

複

数
に

解
し
て

い

る

証
拠
の

一
で

あ
る。

（
／5）
　

私
見
に

よ
れ
ば、

赤
縄
故

事
に

現
わ

れ
る

「
店」
が

宿
屋
の

意
で

あ

む
の

は

自

明
の

こ

と
か

と

思
わ

れ

る

　

　

が．
現
行
の

訳
文
に

も
ぱ
ら

つ

き

が

見
ら
れ

る。
例
え
ば、
駒

田

信
二

「
中
国
故

事

　
は

な

し
の

話』
（
文

春

　

　

文

庫、
一
九
八

；
　
＝
二−−
二
　
頁
の

訳
文
で

は、
「

店
」

に

相
当
す
る

部
分
が

す
べ

て

「
村」
と

な
っ
て

い

　

　

る。
ま
た、

今
村
与
志

雄

『

唐
宋

伝
奇
集』
下

〔
岩
波
文

庫、
　一
九

八
八）
六

六
−

七
二

頁
の

訳
文
は．

初
品

　

　

の

「
店」
は

「
旅

館」
と

訳
し

な
が

ら、

再
出
以

降
の

「
店」
は
い

ず
れ

も

そ
の

ま

ま

「

店」
と
訳
し

て

す
ま

　

　

せ

て

お

り．

何
と

も
不
可
解
な

印

象
で

あ

る。
た
だ
し、
前

者
の

駒

田

訳
の

話
の

末

尾
が

］
宋

城
の

県
知

事
は

　

　

こ

の

こ

と

を

伝
え

聞
い

て、
そ
の

城

外
の

南
の

村

を
定
婚
店
と

名
づ

け
た。
そ

の

名
は

今
も
残
っ

て

い

る」
と

　

　

な
っ

て

い

る

〔
二

一
頁）
点
に

は、
注

意
し
て

お
き
た

い。
こ

の

「
定

婚
店
と

名
づ

け

た。
そ
の

名
は

今
も

残

　

　

っ

て

い

る」
は、

淇
園
の

抄
訳
の

末
尾
の

「
名

付
て

定

婚
店
と

い

ふ

て

今
に

有
と

也」．
と

同

じ
で

あ
る。
駒
田

　

　

訳
は

¶
続
玄
怪

録』
の

字

句
に

基
づ

く

よ
う
だ

二

三

頁〉
が、
果
た

し
て

何

ら
か

の

『
統

玄
径
録』
の

版

本

　

　

に、
こ

の

よ
う

な
宋

尾
を

持
つ

も
の

が

あ
る
の

だ

ろ
う
か。
翻
っ

て

み

れ
ば、
「
店」
に

相
当
す

る

部
分
が

例

　

　

外
な

く

「

村
」

と

訳
さ

れ
て
い

る

点
も．
こ

の

疑
問
を

深
く
す

る．

も
し．

そ
の

よ
う
な

「
統
玄
怪

録』
の

版

　

　

本
が

あ
る

と

す
れ

ば、

誤

園
の

抄

訳
の

原
拠
を

『

円
機

活
法』
と
し

た

こ

と
に

も、
再

検
討
の

余
地
が

生
じ

る

　

　

か

も
し

れ

な
い。
今
こ

こ

に

記

し
て、
後
臼

の

調
査

を

期
す．

（
16｝
　

岩
波

書

店
「
日

本
古

典
文
学

大
系」
『
近
世

随
想
集
』

一
〇

四
頁。

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

0

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

5

庫
L

／

『

珍
本

全
集』
下

巻
所

収）

巻一…
「
富
世
の

縁」
に、

赤
縄
故

事
が
素

材
と

し

て

取
り

入

れ
ら

れ
て
い

る

こ

と

を
知
っ

た．
こ

れ
は

柳

沢
衷

園
『
ひ

と

り

ね』
よ

ワ
も
早
い

受
客
の

働
で
あ

り、
一
考
を

要
す
る．
凶
み

に

当
該

「
宿
世
の

縁」
は、

ラ
フ

カ

デ
f

オ
，
ハ
ー
ン

へ
小

泉
八
雲）
同
ぴ

Φ

自c
唄

∋
O
醇
『

冤

鼠

切
Φ

誉陣
雪
〔
「

弁
天
の

同

情」）

の

原
拠
で
あ

る。

冨
饅
第
二

蘖、

覆】
・」
し
た

、
円

機
活

塗
明

暦
二

年
和
刻
本

・
赤

縄
故

事」
の

字
句
を
ま

と

め

て

記

し

て

お
く。

間
尓。

後
→
四
年、

以
父

蔭
参
枴
艸
軍、

刺
史

王
泰
女
為
妻。

女

年
十

六

歳、

貌
端
麗。

眉

間
常
貼

花
鈿、

未
嘗
暫
去

。

逼
問
之、

日
「

妾
郡

守
之
猶
子
也。

卒
于
宋
城
任
。

時
方
襁
褓、

乳
輝

鬻
蔬
以

給
朝
夕。

嘗
抱
于
市、

為
賊
所
刺

。

尚
在
」

。

因

尽
蠧。

宋
城
宰
聞
之、

名
其
店
日
「

定
婚
店
」 。

韋
固

少

未
娶、

旅
次

宋
城、

遇

異
入、

倚
嚢
坐、

向
月

検
書

。

日
「

此
幽
明

之

書
」 。

固

日
「

然
則
君
何
主
？・

」

。

日

「

天
下

之
婚
尓
」 。

因
問
靉
中
赤

縄
子。

云

「

以

繋
夫
婦
之
足。

雖

仇
家
異
域、

此
縄
］

繋、

終
不
可

易
。

君
妻
乃
此
店
比

売

菜
陳
蝋
女
尓。
」

因

逐
之
入
菜
市、

見
嫗
抱
二

歳
女、

亦
陋。

老
入
指
示、

固
怒

磨
小
刀
付
奴、

日
「

殺
彼

女、

当
賜
汝

万
銭
」 。

奴
翌

日

刺
於
稠
人
中、

纔
傷
眉

‡

本

稿
の

漢

字
は．
お
お

む
ね

常

用

字
俸
に

よ
っ
た。
寛
恕
を

請
う。

痕 父 容

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

Meisei 　university

【
遍
記｝

一
　

小

学
館

「
日

本

国

語
大
辞
典』
「
赤

縄
子
」

喧
は、
「
赤
縄
干
」

を
目

下
巷

八
を

措
す

語
と
し

て
い

る
が、
こ

れ

は

何
を

根
拠
に

記
し

た

も
の

か、
理

解
に

苦

し

む．
「
赤

縄
子
」

は

「

赤
縄」
に

同
じ、
す

な

わ
ち

（
赤
い

糸
V

で

あ

る。
二

　
本

稿
の

内

容
の
一
部
を
…
九
丸

四

年
七

月
末
に

中
国
天

津
市
で

開
催

さ
れ
た

、
環

太
単

洋
文

学
与
文

化
交

流
嬉

際

学
術

研
討
会」
（
主

催
駐

天

津
師
範

大
学∀
の

席

上
〔
七

月
二

十

八
日〕
で

発

表
し

た
と

こ

ろ、

中

国
人
の

学
者

か

ら、

結
婚
す
る

男

女
が

前
々

か

ら

h

赤

縄」
に

よ
っ

て
結
ば

れ
て
い

る

と

い

う

考
え

方
は

中
国
八
の

蕃
い

女

性
の

あ
い

だ

に

今
も
っ

て

存
在
す
る、
と

の

御

教
示
を

受
け
た。

三

　
本
稿
脱

稿

後、

宝

永
三

年

（一
七

〇
六V
に

刊

行

さ
れ

た

青
木

鷺

水
『
御

卿
百

物

語』
｛
博

文

舘

「
帝

国

文


